
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人小脇芳一同古田進の上告理由は末尾に添えた書面記載のとおりである。

　上告理由一について。

　原判決挙示の証拠によれば、原判決の認定した事実を認めることができるのであ

つて、その認定には所論のように経験則に反する等の違法はない。所論は、原審の

適法にした証拠の判断並びに事実の認定を非難するものであるから理由がない。

　同二及び上告状記載の理由について。

　原審は、その認定した事実に弁論の全趣旨を綜合して上告人（控訴人）は正当の

事由がなくして本件婚姻予約の履行を不能に陥らしめたものと認めたのであつて、

その判断は経験則に違背するところもなく、所論のように予約不履行の法理を誤つ

た等の違法もない。

　よつて、本件上告を理由ないものと認め民訴四〇一条九五条八九条に従い、裁判

官全員の一致した意見で主文のとおり判決する。
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